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こぼれ話　　ってしまったんです。

奥田　哲学的ですか……。

萩原　例えば「1＋1＝2」と教えるのは簡単ですが、

「1」というのはどういう概念だろうとか、「＋」とい

うのはどういう意味だろうということを、子どもが

どう理解するかと考えると、ただ知識を伝える中

学や高校の教育よりも深いものがあると感じたん

ですね。

奥田　確かに哲学的であり、より根源的な感じが

します。

萩原　それで結局、小学校のクラス担任を20年

間続けました。ただ、40歳頃、次第に学園の仕事

を任されるようになり、「自分はカリタスしか知ら

ない」と、力不足を感じるようになりました。そん

なとき、カリタス学園から上智大学への派遣制度

が始まります。シスターの老齢化に伴い、キリス

ト教について学び、深い知見を身に付けた教員が

求められるようになったからです。

奥田　再度、学びのタイミングが巡ってきたので

すね。

萩原　そうですね。私は2003年4月、上智大学神

学部に学士入学し、学部2年、大学院2年の都合4

年間、キリスト教について学び、07年にカリタス

に戻りました。

本当の祈りを知り
神の助けを感じる

奥田　何か派遣されるきっかけはあったのですか。

萩原　カリタスの卒業生でカトリック信者という

こともありますが、39歳のとき、シスターから修

道院に呼ばれてアソシエの会という祈りの場に参

加したことが大きいですね。

　それまではいわば“なんちゃって信者”だった私

が、初めて本当の祈りを感じた場で、聖堂での30

分間があっという間に過ぎました。ここでの学び

を、シスターが認めてくださったのだと思います。

奥田　カリタス小学校に戻られてからは教頭、そ

して校長という要職に就かれます。会社員だった

ら、とても順調な出世といえますね。

萩原　そうですね。子どもたちはよく伸びて、保

護者も協力的だったため、校長としての仕事は順

調でした。けれど、いまから10年前、中学高等学

校への異動を告げられてしまったのです。このと

きはとてもショックでしたね。

奥田　小学校と中高では、そんなに違うものなの

ですか。

萩原　違いますね。小学校は教員にも子どもらし

さに似た雰囲気があっておおらかですが、中高は

男性の先生も多くシビアな雰囲気です。私は中高

の副校長への異動を申し渡されたのですが、中高

では最初の1年間の非常勤しか経験がないため、

ここで管理職が務まるのかと、涙が出るくらい不

安でした。

奥田　それでも異動を受け入れられたのは？

萩原　理解されにくいかもしれませんが「神が動

いた」と感じたからです。小学校校長時代、自分

のような者がそのポジションに就いて学校をダメ

にしてしまうのではないかという不安の中、心静

かに祈りました。すると、児童や保護者の前で語

るべき言葉が自然と湧き出てきて、自分で書いた

原稿が自分の力をはるかに超えたものとなったの

です。まさに、神が助けてくれたと感じました。

ですから、神が中高へ行けと言うなら行くしかな

いと思うようになったのです。

奥田　実際に中高に移られて、いかがでしたか。

萩原　それが、思いがけず楽しかったんです。小

学校にいた頃は、中高の先生はあまり生徒思いで

はないように感じていたのですが、実際に異動し

てみると、先生方はとても優秀で誠実であること

が分かりました。一見冷たそうに見えたのは、公

平性を重んじ、さまざまなバランスを考えた上で

生徒に対応しているがゆえのことだったのです。

だから、小学校のおおらかな空気を中高のきちん

とした文化に組み入れることが、私に課せられた

一つの役割だと思いました。

奥田　今後は、どのような未来を描いていらっし

ゃいますか。

萩原　答えになっていないかもしれませんが、こ

れからも神の意志に委ねて生きていこうと思って

います。求められるのであれば、その仕事をやっ

ていこうと。

　でも退職したら、ピースボートに乗って世界を

巡ったり、イタリアの田舎で半年くらい暮らした

りしたいと思っています。私はワインとチーズが

大好きで、イタリアには教会もたくさんあります

から。

奥田　それはすてきですね。今日は、とてもいい

お話を聞かせていただきました。これからもお元

気でご活躍ください。
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　授業中におしゃべりしっぱなしの女の子が校長に。
ご自身でも想像されていなかった人生と語る萩原千加
子さん。でも、その表情は充実感で溢れている。自分
に寄せられた期待に懸命に応えようと、誠実に一つ一
つ取り組んできた結果だろう。
　萩原さんはこれまで多く人と出会い、たくさんの愛
を受けて歩んできたことが分かる。その始まりはご両
親であり、そしてカナダからやって来た3人のシスター
の影響がとても大きいと話された。たくさんの愛を受
けてきたことは、萩原さんの誇りであり、パワーの源
であり、宝物なのだと強く感じる。それは、誰かのた
めにという思考の基盤になっている。また、生徒の皆
さんや卒業生の方々が、誰かの力になりたいと思いや
りを持って行動できるということを、とても嬉しそう
に語ってくださった。
　1953年、カナダから日本の復興のために人生をか
けて来てくださった3人のシスターがいたことは大変
な驚きであったが、その精神が脈々と受け継がれてい
ることもとても素晴らしく思う。そして、その継承者
の一人が萩原さんであり、萩原さんの思いが伝播し受
け継がれている。
　小さい頃は先生によく叱られていたという萩原さん
だが、校長先生になり、愛に溢れた生徒をたくさん世
の中に送り出した。ここまでに至る努力は凄まじいも

のがあるのだとしても、校長先生らしくないエピソー
ドには親しみが湧くし、ちょっと勇気を与えてくれた。
　取材後は、お互いの子育てについて話が及び、エ
ピソードを聞きながら笑いあった。「甘えてきている
のね。そのままでいいのよ」。萩原さんはそう言って、
甘えん坊のわが子の自立を心配する私を勇気付けてく
ださった。子育てに限らず会社組織でも、人が成長し
ていく過程にどう関わったら良いのか、一つの正解は
ない。ただ、双方の納得感は大切だと、萩原さんの助
言を聞きながら改めて思った。
　取材日は、あいにく強めの雨が足元を濡らす。けれ
ど、何とも言えない清々しさと充実感を胸に帰路につ
いた。萩原さんのポジティブさから明日への活力を受
け取った気がした。さあ、次は私が誰かにお裾分けす
る番だ。� （奥田芳恵）
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